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(

一
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雜

錄

マ

ナ

ス

產

の

社

嘉

級

論
 

第
卜
ニ
號
.

f

至

所
有
者
が
そ
の
貨
胳
を
資
本
に
轉
化
す
る
に
は
、
彼
は 

市
場
に
お
い
て
ー
ー
爾
の
意
哝
に
於
て
_
曲
な
韵
由
勞
働 

者
ミ
會
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
勞
働
者
は
，：

nr

山
人
S 

し
て
彼
の
勞
働
力
を
自
身
の
商
品VJ

し
て
處
分
し
得
る 

ま
由
ビ
、
.他
方
に
お
い
て
は
贩
责
す
べ
き
他
の
何
等
の 

商

品

を

所

嗬

し

て

ゐ

な

い

こ

即

ち

彼

の

勞

_
カ
の 

實
瑰
に
必
要
な
す
べ
て
C0
-
も
の
に
不
见
し
て
ゐ
る
ど
殳 

ふ
意
味
の
自
山
で
あ
る
。
I 

--(capital, 
vol. 

I. 

English 

H
r
a
n
s
l
a
t
i
o
n

cr
y s

a
m
c
d

 

M
o
o
r
e

 

a
r
d

 
E

a.\vard 

>
<
0
1 

ling. 

K
e
r
r

 

cd, 

p
p

 

I

CO5-IS6 

こ
ビ
こ
f
が
現
弋
勞
働 

渚
の
特
徴
で
あ
る
。

か

く

の

如

き

地

位

に

あ

る

こ

^

に

ょ

つ

て

、

ブ
ロ
レ 

タ

リ

ア

ー

ト
は
，ブ

,

ジ

n

ア
ジ
I

の

た

め

に

、

そ
の
餘 

.

剩

努

働

を

奪

椋

さ

れ

る

。

か

く

て

兩

階

級

間

の

圓

爭

は 

行

は

れ

る

の

で

あ

る

。

マ

ル

ク

ス

は

こ

の

階

級

闘

爭

に 

お

け

る

フ

ロ

レ

タ

リ

ア

—

^
の

發

逢

を

大

體

に

お

い

て 

a
)

ブ

ル

ジ

:r

ア

に

對

す

る

個

々

の

勞

働

者

の

闘

带

ゆ

パ
代
三)

1

地

方

に

；
あ

：
け

る

1

勞
働
部
1
:の
勞
«
者
の
闘 

带
時
代
、(

三
：

)

組
合
形
成
時
代
、(

四)

政
治
g
lf
f
l
#の 

時
代
、(

五)

革
命
的
グ
ロ
レ
タ
リ
.
ァ
の
成
立
時
代
办
五 

期
に
分
つ
て
ゐ
る
0(

^

p!3
.
^
5
t
. 

SS. 

3 3
,
3
7
)

さ
ぅ
じ 

\

て
ブ
ロ
レ
々v

ァー

ト
の
勝
利
を
豫
言
し
て
ゐ
るo

r
s
j

の

|

同
#

の
中

心

問

:®
は
餘
剩
勞
働
の
搾
取
で
悉

故
に 

|

共
*
黨
宣
言
は
云
ふ
。「

ぁ
ら
.ゅ
る
耻
會
，の
歷
史
は
階
級 

\

對
立
の
中
に
發
展
し
て
ゐ
”る
o

さ

ぅ
し
て
そ
.の

M
身 

\

立
は
時
代
時
代
に
從
つ
て
、
こ
の
形
態
を
異
に
し
て
ゐ 

\

る
然
し
を
の
形
態
は
如
何
に
も
あ
れ
ヽ
社
#

の

1:部
分 

|

が
他
の
部
分
を
搾
取
す
る
せ
.云
ふ 

一
®
は
總
て
の
過
*

|

の
諸
時
代
に
典
通
な
_
货
で
あ
る」

ど
。(S. 

4
4
)

今
こ 

\
の
問
題
を
論
す
る
に
は
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
に
お
以
る
设
も 

重
®
な
問
題
で
あ
■る
階
級
：_

^
の

問

題

^

突

入

し

な

，
け 

れ
ば
な
ら
ぬ
。

マ
：ル
：ク
ス
主
義
の
ま
會
階
級
論
は
乙
の 

部
分
の
硏
究
に
ょ
つ
て
^
結
さ
る
べ
き
で
あ
るC

け
れ 

ど
も
そ
は
か
く
の
：如

きj

小
論
文
の
ょ

/
\し
©
る
ど
こ

ろ
で
な
い
。他

！！！

そ
の
機
#
を

得

れ

ば

筆: ^

の
幸
福
は 

こ
れ
に
過
ぎ
な
い
。(

ー
九
ニ
ニ
ニ 

一
 

二 

ニ
稿
f

)

訂
正
、
前
唬
拙
論
の
般
後
の
ニ
行

「

然
ら
、ぼ.
.
.
.
次
の
叫
妞
で
ぁ

る
。」

か
削
る
。

ハ
コ1
S

(

比
較
經
濟
學
序
論)

以
上H

ネ
ル
ギ
ー
說
R
依
つ
て
生
產
の
物
理
學
的
意 

義
並
に
惯
値
の
物
玴
學
的
极
據
を
說
く 

M

c-k
e
r
j
e
e

敎 

授
は
、
進
ん
で
利
子
利
酒
及
び
地
代
に
就
9
、
時
間
を 

生
產
の
ー
耍
素
^
し
て
肘
る
。
乃
ち
敎
授
に
依
る
S
生 

產
の
耍
素
は
、
土
地VJ

勞
働
を
資
本V

J

企
業
•ヒ
そ
し
て 

時
間
な
の
で
あ
る
。
日

ぐ「

生
齑
過
程
に
於
て
は
见
に 

時
間
な
る
一
要
素
が
、
作
さ
れ
た
仕
事
の
中
に
入
り
込 

む
、
從
つ
て
ユ
ネ
ル
ギー

の
評
偾
は
時
問
關
係
9.
3
?

饰

十

六

卷(
一

七
八
十)

0

錄

r
e
l
a
t
i
o
n
)

を
含
む
も
の
で
あ
る
、

そ
し
て
^

ヵ
和
イ
の

物
理
學
的
說
明
で
あ
つ
て
、
，
即
ち
利
子
は
時
| ^

1 8

«;
を 

句
^

こ

す

る

も

の(the 

equaliser 

of 
time-value)

で
あ
る
o

同
祿
に
利
卿
の
可
能
な
る
所
以
は
、
潜
勢
力 

\

の
現
勢
力
へ
の
夂
は
其
の
反
對
の
變
形
過
稃
に
於
て
、

(

物
質
の
交
瓦
樹
換
を
姆
£
抓
な
る
形
權
的
W
分
配
：に
侬 

\

つ
て
、
人
間
の
慾
綴
滿
足
に
逾
ふ
や
ぅ
^

^
れ
fe
キ
ネ 

\ 

' \

 

'―

の
傲
が
墙
刘
さ
れ
6
Jr
に
あ
る
：

u f

A'
p

該

*r 

\

ネ
ル
ギ
I

の
總
逾
に
ば

何
^
堺
減
を
來
さ
な
い
の
で
：
*

\

る
。
：
：

地
代
の
現
象
4

亦
特
銖
の
取
®

を
必
耍
e

す 

I

る
も
の
で
は
な
い

」

せ
e

::

\

次
で
賃
徽
及
び
勞
働
の
.物
现
學
的
意
義
如
M
で
あ
る 

\

が
、
典
の
前
に
生
産
能
_
に
關
す
る
所
論
を
見
る
に
> 

, 

多
く
の
經
濟
學
者
は
此
黏
を
勞
：働
即
ち
人
力
^
機
械
力 

式
に
關
し
て
見
て
^
る
だ
け
ヤ
あ
.る
の
に
反
し
.，
：；
 
一

M
U
-

 

k
e
r
j
e
e

敎
授
は
、
之
を
0
然
界
の
エ
、ス•
ル
ギ
ー
资
派
-の 

節
诩
ど
い
ふ
勤
に
關
連
？
せ
て
居
る
。
そ
し
て
觅
に
社 

科
學
的
■
 

.

.

邻
十
ニ
m
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五ni
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十
s
 

(

一
 
七
八
八〕

雜

錄

■

學
の
自
終
霍
阶
藤

會
級
織
の
上
か
ら
論
じ
て
、
所

謂n

ム
ミ
ユ
ナ
グ
ズ
ム 

の
理
想
に
及
ん
で
居
る
。
福
E
II
士
の
阈
民
經
濟
_
話
；
 

に「

物
を
亡
ぼ
し
て
憤
値
を
造
る」

例

ビ

し

て
朝
鮮
人
參 

燒
棄
て
の
例
が
擧
げ
ら
れ
て
居
る
が
、M

u
k
e
r
j
e
e

敎 

授
に
侬
る
^
生
產
は
斯
か
る
所
！

i

經
濟
侦
値
の
上
か
ら 

の
み
考
へ
ら
る
べ
き
も
の
で
は
な

ぐ

て

、
變
孩
さ
れ
い
こ 

H

ネ
ル
ギ
ー
態
の
人
類
社
#
^
の
關
係
か
ら
も
考
へ
ら 

れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
寧
ろ
後
者
が
生
產
的
か
不
生
齑
的
か 

の
決
足
上
前
耍
な
の
で
あ
つ
て
、
即
ち
自
然
界
の
エ
ネ 

ル
ギ

ー

を
人
力
の
屈
か
ぬ
遙
か
な

る
距
離
に
散
逸
せ
し 

め
る
程
度
が
犬
で
あ
れ
ば
あ
る
程
其
の
行
爲
は
不
生
產 

的
で
あ
る
。
此
反
對
は
科
學
の
發
達
に
依
つ
て
廢
物
利 

用

れ

姿

^
^
^
等

を̂
じ

て

達

せ

ら

れ

る

が

、

而
.

か
も
^
. 

れ
だ
け
で
は
甚
だ
不
充
分
で
あ
つ
て
"

il
l

R

m大
な
恶 

件
は
)|
(
|
:
#
組
織
の
如
何
で
あ
る
6
卯

ち

「

人
力
ど
い
ふ 

上
か
ら
言
つ
て
有
利
で
あ
る
ど
さ
れ
る
も
の
^6 

i

V 

- 

r 

し
て
自
然
力
の
上
に
永
久
的
の
损
失
を
喈
示
し
、
此
損
：

第
十
二
號
一
:
:五
四
:.

失
は
啡
晚
全
■
會
荇
く
は
蚤
人
類
に
大
な
る
傷
密
ど
な 

る
の
で
あ
る
。
人
類
其
0

も
の
、
ソ
ソ
ダ
ゾ
ク
ィー

の
. 

?|
害
關
係
か
ら
人
は
，：̂
然
に
從
は
ね
ば
な
ら
.ぬ
_の
で
あ 

つ

て

此

服

從

こ

そ

宇

|1
7
間(m

u
n
e
r
a

 

kr;.ae)

の
/c
M

 

\

の
麽
龠
的
利
||
]
及
び
，社
命
的
滿
.足
を
葸
呔
す
る
も
の
で 

|

あ
る
。
そ
し
て
此
祉
會
的
利
用
及
び
滿
足
こ
そ
コ
ム
ミ 

一ユナリ、
ス
ム

宇̂
街
の
共
同
遺
產
S
人
問
逝
0
成
架 

\

ど
に
對
す
る
离
八
の
參
與——

の
美
妙
な
■
想
を
滿
见 

\

さ
せ
る
唯
一
の
も
の
で
あ
る
。」

|

そ
こ
で
生
產
及
び
消
数
：の
生
物
學
的
硏
究
£
し
て
勞 

\

働
を
論
ず
る
所
，に
依
る
せ
、
勞
働
の
^
!然
科
學：

的
意
義 

|

は
、
人
間
ど
い
.ふ
有
機
組
織
を
ニ
個
の
生
命
あ
る
機
捕 

\
若
く
は
ユ
ネ
ル
^- 

I 
*
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

マ1
I
t
f
し
て 

i[
州
す
る> j

ビ
に
依
つ
て
明
か
)£
な
る
。
^
ぢ
人
W
が 

勞
働
を
遂
行
す
る> j 

即
ち
勢
カ
の
變
肜
行
稃
に
從 

ふ
に
當
つ
て
の
第I

次
的
の
動
機
は
、
«

»

. 

#

5

 

求
、
禮
節
心
等
に
在
る
'こ
^
;
は
言
ふ
ま
で
も
な
い
が
、

®
現
さ
れ
れ
勞
働
そ
の
も
の
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消
^T

 

換
言
す
る
ビ
過
去
に
於
け
るi

定
の
交
互
骰
換
又
は
併 

置
に
依
つ
て
蒂
藏
さ
れ
た
潜
勢
ヵ
の
放
散
或
は
诉
分
配 

を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
人
問
ご
い
ふ
機
械
の 

闪
に
起
る
此
勢
ヵ
變
换
な
る
事
實
が
勞
働
生
现
學
に
於
一 

け
る
中
心
的
報
實
で
あ
つ
て
ヽ
生
观
學
的
化
見
た
勞
働
一 

が
前
説
し
た
生
產
の
物
理
^
的
周
®

ど
同
様
の
も
の
ど

\

 

見
ら
れ
る
所
以
も
亦
其
處
に
在
る
。
則
ち
對
等
及
び
變
一 

形
の
物
现
學
的
法
則
は
、
人
問
の
勞
働
及
び
其
の
條
件
一 

に
も
適
用
3
れ
#
る
の
で
あ
る
。
併
し
生
物
的
作
業
に
メ
 

は
純
然
た
る
機
械
的
作
業
ど
^
:
ら
異
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
次
一 

の
や
ぅ
な
特
殊
な
现
象
が
伴
は
れ
る
。
乃
ち
人
間
が
生
一 

命
あ
る
有
機
體
で
あ
る
e
い
ふ
事
は
、
當
然
自
ら
放
散
一 

す
る
ユ
ネ
ル
ギ
ー
の
貯
藏
に
補
塊
を
必
要
ど
す
る
の
で 

あ
つ
て
、
此
必
耍
は
人
間
が
動
物
的
に
固
有
す
る
倜
人 

的
悠
^
及
び
滿
见
が
自
然
裡
に
往
现
上
の
均
衝
を
保
持 

す
る
^
い
ふ
V
に
依
つ
て
充
ハ
さ
れ
る
の
で
あ
る
り
ff
i

丨
ノ
此
慾
望
の
滿
足
に
は
#
料
を
要
す
る
。
仑
こ
で
合
理 

的
生
產
行
爲
の
內
(:
&
義
^

い
ふ
分
子
が
含
ま
れ
.，て
思 

る
譯
で
あ
る
。
換
言
；す
る
ど
勞
働
は
典
れ
が
合
理
：的
の 

占
：產
に
®:
ふ
も
の
で
め
：.る
.於
上
、
勞
侧
U
依
.■つ
T
vf
J

-t
. 

さ
れ
れ
人
體
の
生
现
的
組
織
の
復
修
を
伴
ふ
も
の
で
あ 

る
。
此
復
修
に
當
る
名
の
夫
れ
が
消
费
で
あ
る
が
故
、 

經
濟
學
に
於
て
消
雞
る
：，」

ビ
は
生
産
の
從
K
な
一
るy

 

§
も
の
で
は
な
く
て
、
北
ハ
に
生
命
の
保
持
及
び
進
化
，に 

必
要
な
翁
齒
補
II
L
の
，關
係
に
.在
る
も
の
で
あ
る
。

然
ら
ば
合
理
的
生
產
に
依
へ
？

Yf
J

f
れ
2

、ス
,
 

ギ
ー
の
補
旗
は
如
何
な
る
程
度
を
必
要
S
す
る
か
^
:
い 

ふ
ぞ
"
八
體
の
生
理
的
必
^
の
翦
求
す
る
所
则
ち
生
命 

支
持
に
必
耍
な
充
分
な
資
料
’か
.夫
れ
で
あ
る
。
尤
も
所 

謂
最
低
生
活
費
な
る
も
の
：ば

：

T

般
經
濟
學
者
の
旣
に
®
 

,認
す
る
所
で
は
あ
る
が
ノ M

u
k
e
r
j
e
e

敎
授
に
依
る
ビ
彼 

等
は
未
だ
生
琊
學
上
：の
.基
礎
を
充
分
に
考
へ
て
居
な
い 

の
で
あ
る
。

m
十
一
1號

：一'五
^

:

第

十

六

怨

2

七
八
九)

雜

錄

經

濟

學

.の

.自
然
科
擧
的
恶
礎



第

十

六

卷c

一
 
七
九
0) 

^

錄
經
窗
の
息
科
學
親
礎

以
上
の
所
は
必
ず
し
も
敎
授
獅

0 Q

見
解
^
M

ふ
r
 

)

V
J

は
出
来
ま
い
が
、
次
に
勞
働
を
以
て
眾
な
る
范
瓶
或 

.は
»
似
ビ
い
ふ
^
か
ら
の
み
說
明
9
れ
る
も
の
で
は
な 

S
.

ぐ
し
す
る
說
は
、

I

般
經
濟
學
洛
ど
鬼
方
を
興
に
し
て 

居
る
所
で
ぁ
ら
ぅ
ふ
思
は
れ
る
。E I

く「

勞
働
或
は
1[
:

ハ
の

一
 

報
酬
は
取
に
苦
痛
或
は
愉
快
€
い
ふ
1 [
か
ら
の
み
說
明
一 

さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
何

>/
」

な
れ
ば
努
侧
も
:(
:|:ハ
の
報
一 

酬
ど
共
に
生
命
的
欲
求
且
つ
生
命
的
衝
励
の
問
題
だ
か
一 

ら
で
ぁ
る
°
從
つ
て
效
川
な
る
こ
ど
も
快
樂
中
；義
的
の
一 

推
算
か
ら
評
傲
す
る
の
は
誤
り
で
ぁ
つ
て
武
し
く
生
故\ 

的
勢
力
を
以
て
傲
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
乃
ち
カ
學
及
び
勢
一 

ヵ
學
の
法
則
が
生
理
的
作
爪
に
愈
々
大
ぃ
に
應
州
さ
れ
ン
 

る
^
共
に
、
勞
働
"
報
酬
、
效
用
は
、
ヱ
ネ
ル
ギ
ー
學
の\ 

立
.
4
力
ら
生
命
的
ユ
ネ
ル
.ギ
ー
を
以
て
推
®
さ
れ
る
に 

辛
る
で
ぁ
ら
ぅ
。
•そ
し
て
這
は
生
產
费
及
び
勞
鈒
の
錄 

定
上
、
需
要
供
給
關
係
に
依
る
一
時
的
決
足
又
は
愉
快 

及
び
茜
痛
の
點
か
ら

推
JI
1
:さ
れ

る
不
设
定
の
限
界
效
用

第
十
二
城 

ー
./
1
:六 

主
義
ょ
り
"
遙
か
に
堅
刷
な
斜
學
的
某
礎
を
與
ぺ
る
も 

の
で
あ
ら
ぅ
。j

然
り
ど
す
れ
ば
勞
働
の
報
酬
が
苦
痛
の
. 

報
酬
t
し
て
の
偸
快
及
び
滿
足
ど
ぃ
ふ
形
^
於
て
ii
ら 

れ
る
こ
ど
は
、

モ
ネ
ル
.ギ
ー
の
補
僧
V
Cい
ふ
！§
(0
於
て 

甚
だ
6
充
分
の
.も
の
ご
替
は
ー
ね
ば
な
ら
ぬ
。
を
こ
で「

.エ：
 

ネ
ル
ギ
ー
學
に
甚
■
を
■

く
力
®
的
經
濟
學
の
新
槪
診 

は
、
此
刹
很
を
新
生
產
に
而
け
ら
れ
能
力

./

レ
い
ふ
形
に 

方
け
る
；

i：K

 

.は
れ
^

エ.ネ

/^
.キ—

0
恢
復
V
C考
.■へ
.
.る
.の
で
.
. 

あ
つ
て
、
其
の
能
力 

>

」

は
取
に
生
命
支
持
の
カ
乃
中
:!
.1
:パ
 

れ
が
副
產
物
.ご
し
て
W
ら
す
健
全
な
愉
快
及
，び
_
;a
i
を 

苽
叫
す
る
•ri
b
で
な
く
、

|

秘
重
火
な
こ
ど
に
は
其
の 

人
問
の
ft
?
値
生
庳
者
^
し
て
の
カ
學
的
カ
を
か
む
も
の 

で
あ
る
0
そ
し
て
此
能
カ
は
见
に
■
全
な
家
族
生
©
ど 

子
孫
_
育
の
能
カ
を
も
每
含
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
し
可
ど
な 

れ
ば
社
#
的
效
用
又
は
社
#
的
生
命
力
の
上
か
ら
通
て 

種
族
の
囘
復
は
此
生
■
的
同
復
の
一
部
分
だ
か
ら
で
ぁ 

る
。」 

，

.

「

處
がS

然
に
合
し
た
生
産
消
費
の
jT
i
常
狀
態
で
め 

る
此
根
元
的
の
杓
衡
に
し
て
"
何
等
か
の
分
配
形
式
の 

下
に
間
接
的
生
產
及
び
泔
费
に
侬
っ
て
破
ら
れ
て
席
る 

な
ら
ば
"

K
れ
は
典
の
經
濟
制
度
の
害
遛
ド
缺
昭
と
を 

證
據
立
て
、
思
る
も
の
で
あ
る
"
不
生
產
的
消
#
、
過 

笊
勞
働
、
社
會
的
铬
生
階
級
、
商
人
或
は
资
本
家
に
侬 

.る
生
命
結
果
の
藤
斷
、
暴
利
的
地
代
等
は
、
人
間
の
仕 

S

の
兆
本
主
義
で
あ
る
、
消
费
ビ
報
償V」

の
均
衡
を
破
.

り
、
向
沐
界
の
If
:
義
を
棄
領
す
る
も
の
で
あ
る
。し̂

で 

敎
授
は
比
較
經
濟
學
及
び
鄕
土
經
濟
學
の
觀
念
を
喂
示

( 

し
て
居
る
。
乃
ち
前
段
に
續
い
T
四
く
、齊
し
く
勞
働
€ 

謂
っ
て
も
其
の
形
態
、
質
、
等
級
等
が
異
る
が
如
く
、
夫 

々
の
場
合
の
^
補
及
び
報
酬
亦
f
f
l興
な
る
。
也
{「

分
配 

及
交
挽
界
の
正
義
の
內
容
ビ
な
つ
て
思
る
11
:
會
的
及
び 

道
德
的
II
*
.義
の
諸
形
態
は
、
货
に
生
理
擧
的
正
義
そ
の 

も
の
を
根
底
に
置
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。
生
產
悄
Sの

-：::

然 

狀
態
の
下
に
於
て
は
不
勞
增
收
、
獨
占
的
利
渦
其
の
他 

笕
十
六
從

拘
束
的
な
戚
會
制
度
艿
免
法
制
に
跋
く
特
殊
の
科
.益
の 

#
花
す
る
餘
地
は
な
く
、
喵
正
義
を
の
も
の
が
夫
々
■
 

な
る
等
級
或
は
質
の
勞
働
：に
.依
るi

異

の

仕

啡

に

^

し 

て
各
種
の
報
償
を
保
證
す
る
の
で
あ
る
。

：
：.
處
が 

r需
耍
供
給
の
間
に
働
く
向
出
競
爭
主
義
は
、
往
々
高
級 

\

な
技
術
的
知
識
的
ま
は
胜
會
的
の
仕
事
を
市
場
の
阪
級 

\

な
水
準
に
瞭
落
3
せ
る
も
の
で
あ
e

>

.I
I
つ
其
れ
.

0

晶 

\

尙
な
社
會
的
惯
値
を
劍
造
すY

き
優
r l
た
能
力
の
培
養 

に
必
要
な
特
殊
の
生
物
^
的
條
#
を
*
す
る
も
の
で
あ 

る
。
單
な
る
經
濟
的
人
間
.：の
競
锻
に
茈
碰
を
锻
く
分
配
：
 

制
度
は
、

1

方
に
於
て
特
殊
な
優
秀
な
才
能
を
保
持
す 

\

る
に
充
分
な
條
件
を
與
へ
る
ご
共
に
、
他
力
に
於
て
は 

\

動
的
ひ
11
境
に
對
す
る
進
步
的
脑
化
の
裡
に
進
む
，勞
働 

及
麻
龠
的
作
用
の
絕
ぇ
ざ
る
向
上
的
分
化
述
動
を
HL
fe 

し
な
い
處
の
V
善
奥
な
健
全
な
社
會
的
皙
惯
に
侬
つ
て 

制
限
さ
れ
訂
疋
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
0

. 

- 

:
'i
f
i费
.さ
れ
れ 

エ
ネ
ル
ギ
1

の
補
與
或
は
囘
復
に
關
す
る
生
物
學
的
似

f

 1

號 

ー
3£
七

C
1

七
九一

)

雜
錄
經
濟
學
の
向
然
科
學
的
恶
礎



第

十

六

怨

(

一
七
九
ニ

〕

雜

錄

細

•
環

の

自

然

科

學

g

基
礎 

第

十

-
一
塊

理
か
ら
發
生
す
る
分
配
ド
謂
ふ
經
濟
現
象
は
高
你
な
道 

德
的
水
*
に
於
け
るH

ネ
ル
ギ
ー
對
等
の
法
則
に
支
配 

さ
れ
る
も
の
で
ぁ
つ
て
、
开
は
堺
に
生
產
に
於
け
る
が 

如
き
數
學
的
比
例
を
採
る
許
り
で
な
ぐ
、
；ia
に
#/
理
學 

3
び
に
生
#
?

%

が
盤
等
の
法
則
か
ら
生
ま
れ
る
道
.德

的

\ 

並
び
に
)|
1
|
:會
的
正
義
の
上
か
ら
の
比
例
を
含
む
の
.で
ぁ
一 

る
.、
處
で
相
異
な
る
經
濟
的
地
域
に
於
て
は
生
活
侦
値
パ
 

の
紐
み
合
せ
が
亦
相
異
な
る
の
で
ぁ
っ
て
、
從

っ

て

道：： 

徳
的
並
び
に
社
舍
的
11
1

_
の
相
對
的
評
愤
は
、
社

會

的

\ 

職
^
仍
刀
の
^
類
及
び
等
級
を
^
に
す
る
に
從
つ
て
、

一
 

其
比
例
を
興
に
す
る
。
此
勒
に
就
て
は
後
段
に
誰
說
す\ 

る
で
ぁ
ら
ぅ
。
併
し
此
社
會
的
相
對
的
評
愤
の
相
異
に
Z
 

從
ふ
逍
徳
的
社
會
的
疋
義
の
異
動
は
、
人
體
ユ
ネ
ル
ギI 

丨
の
沿
®

€
補
填
ど
に
關
す
る
生
理
學
的
考
察
か
ら
^
;

き
出
さ
れ
る
數
學
的
公
式
並
び
に
生
產
過
程
の
內
に
，含 

ま
れ
る
物
質
的H

ネ
ル
ギ
|

の
滑
費
の
說
宠
す
る
限
界 

钓

を
- J

る

も

の

で

あ

る

。

そ

こ

で

相

異

な

る

經

濟

的

中

心
地
域
に
，於
け
る

.

勞
働
の
相
興
な
る
水
雕
苦
く
は
规
模 

を
、
經
濟
的
辦
供
_
係
乃
至
は
物
理
學
的
生
1!
學
的
舰 

1|
か
ら
硏
究
す
る
ぞ
共
に
、
：姐
に
且
つ
主
ど
し
て
各
經 

濟
が

iu
fe
l

^

yて 

8

»

&織
を
^

«

«す
る
祉
^
的
ヤ 

値
'の
ft
故
ミ
の
到
照
.上
に
硏
究
す
る
こ
ビ
は
比
陕
^
齊 

學
の
仕
事
の|

o
で
あ
る
。」

以
上
に
於
て
吾
々
はU

M
U
k
e
r
j
e
e
.

敎
授
が
唯
勿
史
媒 

^
を

取

入

れ

て

屈

る

こ

ど

を

知

る

の

で

あ

る

が

、
，
并
し 

敎
授
に
収
っ
て
は
人
間
が
世
界
ど
い
ふ
舞
豪
に
立
-o
if
.

一

の

役

者

で

は

：な

い

の

で

あ

っ

て

、

外

に

神

が

在

を

。
：：

.
彼

等(

人

間)

は

ま

た
:

•
,
第
一
ー̂

神

ビ

«::
:

况

金
 

の
關
係
を
結
ぶ
こ
ど
に
依
っ
て
個
人
及
び
社
會
的
關
係 

を
改
更
し
た
、
以
て
®
も
優
秀
な
社
會
的
惯
俽
を
有
っ 

に
到
る
の
で
あ
る」

せI
I

ふ
て
新
し
い
神
々
の
出
1
を 

豫
想
す
る
も
の
で
あ
る
o
也
し
此
れ
等
の
點
は
他
：の
機 

會
に
讓
り
一
ビ
先
づ
稿
を
閉
づ
る(

完)

。 

,

駒 山 加 西  
崎 田 來 村

林 竹  
中

年 i f 年

江 一 樫 稻  
守 柳 淼 上

第
十
二
號

理

財

學

會

々

報

玴
财
_
會
秋
季
大
舍
十
月
二
十
五

H
午
後
零
時
半 

ょ
b
大
ホ
ー
;>
/
於
て
開
催
す
。

將
來
の
社
會
に
於
け
る
實
業
家
の
任
務

上
B:
i

.i
l
l次
郞
氏

英
士 
ロ
利
經
濟
學
に
於
け
る
偾
値
論

,
小

泉

雪

瓦

我
國
资
本
主
義
の
起
源
に
就
い
て

佐

野

學

氏

財
政
憋
现
に
就
い
て 

激
P

雄
幸
氏 

佐
野
學
氏
は
、
病
氣
の
爲
常
R
欠
®

せ
ら
る
\
の
止 

む
な
&
に
至
り
た
る
が
爲
め
加
}1
:
|哲

1
一
氏
原
稿
の
代
«
 

を
行
は
れ
た
り
。
濱
ロ
氏
の
講
浈
は
約
ニ
時
間
竿
^
亙 

り
、
閉
會
せ
る
は
七
時
數
分
前
な
り
き
®

閉
會
後
筘
來
舍
に
於
て
洛
1:
|
氏

並

に

今

囘

歸

朝

せ

ら 

れ

た

る

，！
：
非

敎

授

を

主

賓

^

し

て

晚

發

會

を

開

く 

出
席
者
次
の
如
し
。

濱

P
雄

幸

氏

l-
n
l井
敎
授 

氣

贺

加

0:
1

金
原
排
⑴諸敎授

第十六怨

2

七
ま
ご
附
鋒

九

平
野:


